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区長自治会長さんを紹介橋渡し役 （敬称略）
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平成29年度 地域と行政の
区長会連合会役員
　◎会長　　○副会長　　□監事　　■会計　　△理事

　市の窓口業務や各種手続
き、施設案内などの行政情
報や地域情報をまとめた「く
らしの便利帳」を㈱サイネッ
クスと協働で発行します。
配布は10月ごろの予定で
す。㈱サイネックスの社員
が、事業所・団体・商店な
どを訪問し、掲載する広告
を募集します。
　広告掲載については、㈱
サイネックスにお問い合わ
せください。

T　広告掲載について　
　㈱サイネックス
� ☎0476(23)6140
　くらしの便利帳について
　市民自治支援課
� ☎0475(80)0152

「くらしの便利帳」に
掲載する広告を

募集します
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平成27年1月発行のくらしの便利帳



　資産合計1,486億3千万円( １人当たり約276万円) と負債
合計412億5千万円( 同約77万円) からわかるように、資産
は負債の約3.6倍（純資産比率72.2%）ありますので、この
面では、現在の山武市の財政は健全と言えます。
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行政からの
お知らせ

information

資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）

行政コスト計算書

純資産変動計算書

資産と負債のバランス

市民1人当たりの職員人件費

資産　約276万円
（前年度　約272万円）

負債　約77万円
（前年度　約77万円）

現在までの世代の負担 90.3%
（前年度　89.7%）

将来世代負担 9.7%
（前年度　10.3%）

市の資産と負債の状況のポイント

　現金の流れを示すものです。その収支を性質に応じて、
区分して表示することで、市がどのような活動に資金を必
要としているのかを表示します。

　市の経常的な活動に伴うコストと使用料・手数料等の収
入を示すものです。従来の官庁会計では補足出来なかった
減価償却など非現金コストについても計上しています。経
常費用合計から経常収益合計を差し引いたものが当該年度
の純経常行政コストとなります。

　市の純資産（資産から負債を引いた残り）が平成27年度
中にどのように増減したかを明らかにするものです。総額と
しての純資産の変動に加え、それがどのような財源や要因で
増減したかの情報を表示します。

　行政コスト計算書の「１．人にかかるコスト」を人口で割
ることで市民１人当たりの職員人件費が算出できますが、山
武市は年間約14万円です。

T 財政課　☎0475（80）1121

経常費用 413億4千万円

1. 人にかかるコスト
　 人件費、退職手当引当金繰入など 74億6千万円

2. 物にかかるコスト
　 物件費、減価償却費、維持補修費など 90億2千万円

3. 移転支出的なコスト
　 他会計への支出、社会保障給付など 248億6千万円

経常収益
　使用料・手数料等 100億4千万円

純経常行政コスト
　（経常費用｜経常収益） 313億円

期首資金残高 74億4千万円

期末資金残高 75億2千万円

当期収支 8千万円

1. 経常的収支　 
　税収、国庫支出金、人件費など 36億9千万円

2. 公共資産整備収支 △33億2千万円

3. 投資・財務的収支 △2億9千万円

期首純資産残高 1,063億5千万円

純経常行政費用 △313億円

その他の減少 △57億円

財源調達
　（市税、地方交付税、国県補助金） 357億9千万円

その他 22億4千万円

期末純資産残高 1,073億8千万円

○市民1人当たりの資産と負債　 ⇒純資産比率は72.2%　

市が持つ資産のうち負債を差し引いた正味の財産の割合を示す純資産比率［純資産合計（b） / 資産合計（a）］です。
他市町村の平均値が6~7割ですので、山武市は平均的な比率です。

○施設や道路などの将来世代への負担

施設や道路など公共用資産に対する、各世代の負担割合。　純資産合計（b） / 公共資産で算出しました。
　　 （平成28年3月末人口：53,866人）
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市では、民間企業の会計手法を取り入れた「地
方公会計制度」に基づく財務書類4表（貸借対照
表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金
収支計算書）を作成し、公表しています。平成
27年度決算について、関係する各組合( 山武郡市
広域行政組合、山武水道企業団など ) の財務書類
と連結させた連結財務書類を作成しました。

バランスシート（貸借対照表）
　貸借対照表は会計年度末時点において、資産と、その資産をどのような
財源（負債・純資産）で賄ってきたかを一目でわかるようにしたものです。
左側に資産を表示し、右側に負債および資産と負債の差額である純資産を
計上しています。

資産の部
（これまで積み上げてきた資産）

１
公
共
資
産

（1）事業用資産
庁舎、保育
所、学校、
保健セン
ターなど

408億1千万円

（2）インフラ資
産

　  道路、公園、
上下水道な
ど

780億9千万円

２
投
資
等

（1）投資および
出資金 2億1千万円

（2）基金等 186億7千万円

３
流
動
資
産

（1）資金 75億2千万円

（2）未収金など 33億3千万円

資産合計（a） 1,486億3千万円

負債の部
（将来世代が負担する金額）

１
固
定
負
債

（1）地方債 252億8千万円

（2）退職手当引
当金等 105億円

２
流
動
負
債

（1）翌年度償還
　  予定地方債 31億5千万円

（2）その他 23億2千万円

負債合計 412億5千万円

純資産の部
（現在までの世代が負担した金額）

純資産合計（b） 1,073億8千万円

負債および
純資産合計 1,486億3千万円

地方公会計制度に基づく

【平成27年度決算】

市 の 財 務 書 類

資産とは ?
　バランスシートの項目にある
ような施設や道路、基金、現金
などです。市民の皆さんにこれ
から提供する行政サービスの基
盤となるものです。資産が多く
なることで、より良い行政サー
ビスの提供ができます。

負債とは ?
　資産にあるような施設等の整
備のために借りた地方債の返済
金や市職員の退職手当引当金
（現在の市職員が全員退職した
と仮定した場合に必要な退職
金）です。負債が多ければ、財
政状況が厳しくなります。

　市では、パブリックコメント制度（意見公募制度）
により、市で計画する重要施策の案を公表し、市民
の皆さんから意見や情報、専門的知識などを提供し
ていただき、提出された意見などを考慮して意思決
定を行っています。

平成28年度実施状況
　　対象施策等件数　  2件
　　意見提出者数　　  0人
　　意見提出件数　　  0件
実施状況の内訳

計画や条例など
案の名称 募集期間

意見
提出
者数

意見
提出
件数

担当課

山武市交通安全計画
（素案）

H28.7.9
から

H28.8.8
まで

0人 0件 市民部
市民課

山武市公共施設等総
合管理計画（案）

H29.2.21
から

H29.3.21
まで

0人 0件 総務部
財政課

T　総務課　☎0475（80）1112

　市では、開かれた市政の実現を目指して、市が保
有する公文書を請求に応じて公開しております。平
成28年度は、情報公開34件、個人情報19件の開示
請求がありました。
　開示請求状況は次のとおりです。

情報公開および個人情報保護に関する開示請求状況

請求
件数

開示請求の決定状況

開示 部分
開示 非開示 不存在 存否応

答拒否

情報公開 34 13 19 0 2 0
個人情報 19 17 0 0 2 0
T　総務課　☎0475（80）1112

パブリックコメント制度の運用状況

情報公開制度および
個人情報保護制度の運用状況
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行政からの
お知らせ

information

６
月
４
日
か
ら
⓾
日
ま
で
は�

 
�

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す
！

�標語　
『「
お
い
し
い
」と「
元
気
」を
支

え
る
丈
夫
な
歯
』

普
段
お
使
い
の
歯
ブ
ラ
シ
は
間
違
っ

た
保
管
を
し
て
い
る
と
、
付
着
し
て
い

る
細
菌
数
は
数
億
以
上
に
も
増
え
て
し

ま
い
、
歯
の
健
康
ど
こ
ろ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま

せ
ん
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
歯
ブ
ラ
シ
を

正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◆
流
水
で
し
っ
か
り
洗
う

ブ
ラ
シ
部
分
を
指
で
こ
す
り
な
が
ら

流
水
で
よ
く
汚
れ
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ

う
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
の
水
気
を
よ
く
切
る

歯
ブ
ラ
シ
を
丁
寧
に
洗
っ
た
あ
と
、

水
を
よ
く
切
り
ま
し
ょ
う
。

◆
風
通
し
が
良
く
日
当
た
り
の
良
い
場

所
に
保
管

湿
気
の
少
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所

で
乾
燥
さ
せ
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
出

来
れ
ば
日
光
に
当
て
て
保
管
す
る
と
殺

菌
効
果
が
期
待
出
来
ま
す
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
同
士
の
毛
先
が
触
れ
な
い

よ
う
別
々
に
保
管

お
互
い
の
毛
先
が
触
れ
合
う
こ
と
で

細
菌
が
移
っ
て
し
ま
う
た
め
、
毛
先
が

触
れ
な
い
よ
う
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◆
歯
ブ
ラ
シ
は
こ
ま
め
に
取
り
換
え
る

歯
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
て
い
る
期
間
が

長
い
ほ
ど
雑
菌
は
多
く
つ
い
て
し
ま
う

た
め
、
１
カ
月
を
目
安
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て
は
特

に
高
温
多
湿
に
な
り
細
菌
が
増
え
る
環

境
に
な
り
や
す
い
た
め
、
正
し
い
方
法

で
歯
ブ
ラ
シ
を
保
管
し
、
お
口
の
健
康

を
守
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

第
�
回
予
防
医
学
事
業

�

推
進
全
国
大
会

日　
時　
10
月
27
日
㈮　
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分

場　
所　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル（
千
葉
市
美

浜
区
中
瀬
２
︱
１
）

主　
催　
公
益
財
団
法
人
ち
ば
県
民
保

健
予
防
財
団

参
加
費　
無
料（
昼
食
付
）

定　
員　
１
０
０
０
人（
事
前
申
し
込

み
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
１
日
㈮
必
着
。
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、「
全
国
大
会
参
加
希
望
」を
明

記
し
、
大
会
事
務
局
へ
送
付
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可
能

参
加
証　
８
月
下
旬
よ
り
順
次
、
参
加

証
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

S　
公
益
財
団
法
人　
ち
ば
県
民
保
健

予
防
財
団　
大
会
事
務
局

〒
２
６
１
︱
０
０
０
２　

千
葉
市
美
浜
区
新

港
32
︱
14

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）０
３
５
０

�

F
０
４
３（
２
４
６
）８
６
４
０

Hhttp://w
w
w
.kenko-chiba.or.jp/

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

�

差
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

平
成
29
年
２
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T　
国
保
年
金
課

　

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
山
武
市
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者（
世
帯
主
宛
）

に
医
療
費
通
知
を
６
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合

医
療
費
通
知
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
て

い
な
い
、
日
数
・
回
数
が
多
い
な
ど
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
元
の

領
収
書
等
を
ご
覧
に
な
り
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た

額
は
10
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額

に
な
り
ま
す
。

T　
国
保
年
金
課

　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

　健
康・福
祉
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
個
別
検
診

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象
者　
乳
が
ん
検
診
＝
30
歳
以
上
の
女

性
・
子
宮
が
ん
検
診
＝
20
歳
以
上
の
女
性

※
対
象
年
齢
は
平
成
30
年
3
月
31
日
時

点
の
年
齢
で
判
断
し
ま
す
。

な
お
、
同
一
年
度
内
に
集
団
検
診
を

受
診
済
み
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

負
担
金

乳
が
ん
検
診

　
超
音
波（
30
歳
代
お
よ
び
40
歳
代
）

�
 

１
８
０
０
円

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
50
歳
以
上
）

 �

２
１
０
０
円

子
宮
が
ん
検
診

　
頸
部
細
胞
診�

２
１
０
０
円

（
医
師
の
判
断
に
よ
り
体
部
細
胞
診

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
８
０
０
円
追

加
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法　
健
康
支
援
課
へ
電
話
ま
た

は
来
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
30
年
2
月
28
日
㈬

※
詳
し
く
は
健
康
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
健
康
支
援
課

�
 

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

国
民
健
康
保
険�

�

被
保
険
者
証
の
更
新

山
武
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

平
成
29
年
７
月
31
日
で
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

が
、
簡
易
書
留
で
の
郵
送
の
た
め
、
配

達
時
に
不
在
の
場
合
は
お
届
け
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
７
月
３
日
㈪
ま
で

に
国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

〜
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
よ
う
〜

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
学
び
、
理
解
し
、
認
知
症
の

方
や
家
族
を
地
域
で
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。

日　
時　
６
月
10
日
㈯　
午
前
10
時
～

　
11
時
30
分　

会�　
場　
松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
山
武
市
松
尾
町
松
尾
32
︱
１
）

講　
師　
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

※
テ
キ
ス
ト
を
配
付
し
ま
す
。
準
備
の

都
合
上
、事
前
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

S
・
T　
松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

�

☎
０
４
７
９（
７
４
）３
３
６
６

介
護
職
員
初
任
者
研
修（
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）受
講
費
用
を
助
成�

質
の
高
い
介
護
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

し
、
市
内
の
介
護
施
設
等
に
就
業
し
た

方
に
対
し
、
受
講
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者
は
申
請
日
に
お
い
て
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

・
初
任
者
研
修
修
了
後
一
年
以
内
の
方

・�

市
内
の
介
護
施
設
等
に
申
請
日
の
１

年
前
か
ら
３
カ
月
前
の
間
に
就
業
を
開

始
し
、
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
こ
と

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

・
市
民
税
に
滞
納
が
な
い
方

助�

成
額　
受
講
費
用
（
公
的
制
度
を
受

け
て
る
場
合
は
そ
の
額
を
除
く
）
の

半
額
（
千
円
未
満
切
捨
て
）
ま
た
は

5
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
方

募
集
人
数　
先
着
10
人

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈭
～

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

山武水道からのお知らせ　◆平成 29年度予算の概要について
２月24日に開催された、山武郡市広域水道企業団議会２月定例会において、平成29年度の予算が承認されました。
水道事業会計の予算は、水道水をお届けす

るために必要な「収益的収支」と施設を整備す
るために必要な「資本的収支」から成り立って
おり、山武水道では、収益的支出の大部分を
受水費、減価償却費等の固定的経費が占める
ことから財政状況は厳しいものがございます。

平成29年度予算は、全ての事業について
例外なくゼロベースで見直しを行うととも
に、施設の維持管理や更新、災害に備えた耐
震化対策等を進め「次世代へつなぐ強靭で安
心な水道」の実現に向けた編成を行いました。

収 入
53億1,496万円

支 出
50億938万円

水道料金
41億4,434万円

千葉県補助金
3億3,418万円

構成市町補助金
3億5,709万円

その他
1億5,545万円

受水費
（九十九里地域水道企業団から
　　　　　浄水を購入する費用）
31億1,008万円

減価償却費
9億5,091万円

人件費
3億7,834万円

その他
5億7,005万円

純利益
3億558万円

長期前受金戻入
3億2,390万円 収 入

１億7,827万円

支 出
13億4,895万円

国からの補助金
1億3,735万円

企業債償還金
7,871万円

建設改良費
12億7,024万円

資本的支出に対し不足する額は
内部留保資金等で補填します。

工事負担金
(管の移設等の費用を依頼者
に負担していただくもの)

4,092万円

�T　山武郡市広域水道企業団企画財政課　☎0475（55）7852

資本的収支収益的収支
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夏
休
み
期
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

�

利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て

申
込
期
間　
６
月
12
日
㈪
～
30
日
㈮

書
類
配
布
場
所　
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
学
童
ク
ラ
ブ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
学
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に
定
員
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
学
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
成
東
・
松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
直
接
学

童
ク
ラ
ブ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

h
http://www.city.sammu.lg.jp/site/
shinseisyo/h29-gakudou-downroad.html

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
に� 

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

政
府
で
は
、「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」に
時
期
を
合
わ
せ
て
、
６

月
を「
不
法
就
労
外
国
人
対
策
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
月
間
」と
定
め
、
不
法
就
労
の

防
止
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求

め
て
い
ま
す
。

不
法
就
労
を
さ
せ
た
事
業
者
も
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
外
国
人
を

雇
用
す
る
事
業
者
の
方
々
は
、
外
国
人

を
雇
用
す
る
際
に
は
必
ず
在
留
カ
ー
ド

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
正
規
に
滞
在
す
る
来
日
外
国

人
が
、
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
か
ら
犯

罪
や
事
故
の
被
害
に
遭
う
こ
と
が
な
い

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

T　
山
武
警
察
署

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
１
１
０

６
月
は「
動
物
の
正
し
い

�

飼
い
方
推
進
月
間
」
で
す

飼
い
主
の
方
は
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
適
切
に
飼
育
し
、
散
歩

時
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
動
物
を
飼
う
前
に
は
適
切
な
環

境
で
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
ず
最
後
ま
で

飼
え
る
か
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教

室
」を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
授
業
や
地
元
の
勉
強
会
等
に
講
師

を
派
遣
し
て
、
動
物
愛

護
、
犬
・
猫
の
正
し
い

飼
い
方
、
犬
の
し
つ
け

方
お
よ
び
動
物
由
来
感

染
症
等
に
関
す
る
講
演

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

T　
山
武
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）０
６
１
１

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
７
６（
９
３
）５
７
１
１

　
　
短
歌
「
左
千
夫
短
歌
会
」

育
教・
て
育
子

暮
ら
し・環
境

春
一
番
押
し
返
さ
れ
踏
ん
ば
り
ぬ
畔
道
行
け
ば
た
ん
ぽ
ぽ
わ
ら
う�

髙
﨑
ヨ
シ
子

と
ど
ろ
き
て
オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝
落
つ
る
か
か
る
飛
沫
に
つ
と
身
を
引
け
り�

小
池　

澄
子

参
拝
を
終
え
て
授
与
所
に
立
ち
よ
り
ぬ
破
魔
矢
い
た
だ
き
帰
路
に
つ
き
た
り�

前
田　

一
夫

楝
の
実
た
わ
わ
に
下
が
る
水
の
辺
に
日
が
な
一
日
む
く
ど
り
群
る
る�

森　

み
ず
え

フ
ク
シ
マ
の
原
発
タ
ン
ク
の
溶
接
は
仕
送
り
し
て
い
る
日
系
三
世�

栗
崎　

耕
三

雪
空
に
芽
ご
し
ら
え
せ
る
老
桜
し
だ
れ
に
咲
け
る
春
を
思
え
り�

渡
辺
美
佐
夫

そ
の
目
ま
い
体
が
老
い
き
た
証
拠
で
す
ド
ク
タ
ー
一
言
診
察
終
る�

大
竹
み
さ
を

足
か
ば
い
籠
り
が
ち
な
る
日
々
過
ぎ
て
青
鮮
や
か
に
ム
ス
カ
リ
立
て
り�

木
村　

和
子

久
々
の
雨
に
笑
む
ら
ん
梅
の
花
ひ
と
雨
ご
と
の
こ
の
温
か
さ�

池
上　

弘
雄

末
枯
れ
た
る
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
立
つ
傍
ら
に
短
き
土
筆
数
多
顔
出
す�

遠
藤
千
枝
子


